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1. 会社概要

１）登録事業所の概要

本社及び工場は一体となっており、すべてを対象事業所とする。

(1)事業所名及び代表者名

宝明電子工業株式会社

代表取締役社長　　　橋本　天利

(2)所在地

本社　工場 〒665-0051

兵庫県宝塚市高司４－３－３５

URL http://www.houmay.co.jp

 (3)環境管理責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者　　　広瀬　直也竹内　克己

環境管理担当者　　　脇山　剛立脇　康至

連絡先　　 　　　TEL　0797-74-7311

　　　  　　　 FAX 0797-74-5173

 E-mail　 　　　info@houmay.co.jp
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(4)事業内容（認証・登録範囲)

制御装置技術分野

○航空旅客機搭乗橋／搭乗橋の制御盤製作

○各種産業ロボット分野／各種制御盤の設計・製作

 (5)事業規模

資本金 1,000万円

売上高 70,000万円（2022年度）

従業員数 34名

事業所の延床面積 792㎡

　　　　敷地面積 500㎡

 (6)事業年度

２）沿革

創業 昭和６１年

会社設立 昭和６３年２月

制御盤、計装盤、動力盤、分電盤などの設計・製造・販売と関連メンテナンス部品
の販売

○立体駐車場分野／マンション、商業施設等の二層式からゴンドラ式、エレベータ
式までの受電・動力・制御製作

○環境保全分野／農業用水から地方自治体が運営する大型下水処理場等の環境保全
システムの制御盤製作

４月～３月（対外的に5月末締め切り。EA21の認証登録日を考
慮し、内部的には3月末に締め切っている）
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２. 環境マネジメントシステム

１）エコアクション２１環境経営組織図

２）役割責任及び権限

・経営環境に関する統括責任

・環境計画の承認

・EA21を運用・維持するための経営資源の用意

・社長による全体の評価の見直しと実施

・社長を委員長として、管理職で構成する

・環境関連事項について検討、決定する

・環境管理責任者を委員長として、全従業員で構成する

・環境関連事項について検討、決定する

・活動状況報告及び教育の実施

・環境経営システムの実施、管理

・環境活動の取組結果を社長へ報告

・環境目標の設定

・外部からの苦情、要望の受付

・省エネ推進

・フロン管理責任者

・環境責任者の実務全般を補佐

・環境レポートの作成

・違法のとりまとめとチェック

・各文書のまとめ

・記録の集計

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門担当者の選任、とりまとめ

・廃棄物排出量の削減

・特定された項目の手順書の作成及び運用管理

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置

・グリーン購入の推進

・環境活動への意識向上

・環境活動の取組への積極的な参加

・再資源化、及び紙資源等の省資源化の推進

・排水量の削減

環境会議

役割・責任・権限

代表取締役

橋本天利

全従業員

部門担当者

部門長

環境管理担当者

環境管理責任者

環境会議

ＥＡ２１会議

環境管理担当

立脇康至

業務部

藤原慎吾

製造部

脇山剛

部門長

藤野高志

部門長

技術部 品証部設計部

社長

ＥＡ２１会議

部門長

防火管理者：　　橋本天利

安全衛生推進者：藤原慎吾

安全運転管理者：立脇康至

環境管理責任者

竹内克己

総務・経理 営業部

梶原麻由美

部門長
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３.環境経営方針

環境理念

１．

（１）省エネルギー活動を推進し、二酸化炭素排出量の抑制を図る。

　・事業所における電力の使用量削減

　・自動車用燃料の使用量削減

（２）廃棄物排出量の削減と再資源化の推進

　・一般廃棄物（可燃ごみ）の削減

（３）省資源化および再資源化の推進

　・紙資源等の省資源化推進

　・その他回収可能な資源の再資源化推進

（４）排水量の削減

　・水道の使用量削減

（５）グリーン購入の推進

（６）顧客満足度の向上を図る

・従業員の技量向上

２．環境関連法規および当社が同意したその他の要求事項を遵守します。

３．環境への取り組みを環境活動レポートとして取りまとめ公表します。

制定2010年11月25日

改訂2021年6月1日

 次の事項について環境目標･活動計画を定め、継続な改善に取り組みま
す。

私たちは、地球環境問題を、事業活動をする上での重要課題の 一つと認識し、
制御盤の製作を通じて、環境への取組と環境負荷の削減に努め、持続的発展が
可能な社会の構築に貢献します。
全従業員の環境方針に対する理解と環境に関する意識向上、教育を図ります。

≪　基本方針　≫
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１）環境への負荷

　環境負荷の実績　※4年間

単位 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

kg-CO₂ 24,444 26,198 33,780 29,936

ガソリン使用量 L 6,158.02 5,827.23 5,357.62 5,342.35

t 1.210 1.107 1.198 1.102

t 0.486 0.448 0.535 0.654

t 0.928 0.576 0.753 0.530

t 0.042 0.026 0.065 0.033

t 0.483 0.495 0.297 0.154

ｔ 1.080 1.13 1.09 1.23

㎥ 131.00 136.00 134.00 130.00

㎥ 131.00 136.00 134.00 130.00

枚 179,395 183,623 207,500 162,000

ｔ 76.259 68.19 67.40 60.08

ｔ 87.6 78.0 77.2 68.9

個 29 31 33 33

　※産業廃棄物量は、リサイクル量を含んでおりません。

　※調整後排出係数：環境省・経済産業省公表より

紙(コピー用紙)使用量紙(コピー用紙)使用量

有価物

有価物(鉄くず)排出量

66,114

紙資源排出量

上水

下水道

有価物(電線くず)排出量

一般廃棄物

56,407
エネルギー使用量

購入電力 Kwh 62,497 63,716

備考

※2021.7～2022.3月分に適用

※2021.4～6月分に適用

※以降、調整後排出係数使用

※基礎排出係数を使用

関西電力 0.351

関西電力 0.3112022年

2021年

出光ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟﾜｰ 0.199

出光ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟﾜｰ 0.22021年

2020年

出光ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟﾜｰ 0.158

電力会社
調整後排出係数
（kg-CO2/kw）

2019年

年度

グリーン購入

環境への負荷

温室効果ガス排出量

廃棄物排出量

総製品生産量

物質使用量

水使用量

総排水量

製品生産量等

二酸化炭素

産業廃棄物 (廃プラ、金属くず、木くず等)

一般ごみ排出量

資源使用量

グリーン購入の拡大

有価物(アルミくず)排出量
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４. 環境活動計画の達成状況

１） 2022年度　環境活動計画と達成状況及び評価と課題

◎：よくできた　〇：まあまあできた　△：あまりできなかった　×：全くできなかった

昼休みの照明消灯の継続徹底する 〇

不必要な照明の電球を外す △

エコ運転に心がける ○

一般ごみを細かく分別し削減する ○

段ボールとの分別を図る ◎

廃棄物から有価物を分別し再資源化する ○

材料くずを減らす作業方法を図る ○

蛇口から出す水を少しにする 〇

こまめに水を止めてだしっぱなしにしない 〇

プリントアウト時、細かく両面･集約設定を行う。 ○

可能な限りデータで保管する ○

作成した資料は、メールにて送信する ○

メール等で入手したデータは必要分のみ印刷する ○

※化学物質においては製造工程での使用はなく、出荷前製品の清掃用途のみで使用量も少量のため、削減目標は設定していない。

残業時間の照明は必要箇所のみ使用する
(必要箇所のみ点灯を心がける)

長時間使用しない場合、
パソコンの電源をこまめに消す

搬送を計画的にするなどの削減対策の検討をする △

項目
達成
状況

〇

〇

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

電力使用量
の削減

ガソリン使用量
の削減

取組内容

◎

グリーン購入の推進

廃
棄
物
排
出
量

水
使
用
量

有価物排出量
の削減

水道使用量
の削減

グリーンマーク、エコマーク商品の購入の推進

配線用ダクト(廃プラ)くずはメーカでのリサイクル化を図る

一般ごみ排出量
の削減

紙(コピー用紙)
使用量の削減

紙

(

コ
ピ
ー
用
紙

)

使
用
量
の
削
減

顧
客
満
足
度
の
向
上

○

△

△

従業員の技量向上

スキルマップの作成

多能工の育成（業務範囲の拡大・資格の取得による人材育成）
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２）2022年度　取組の結果

※2022年の目標は2021年度の実績の維持としております。

kg-CO₂ 33,780 29,936

kg-CO₂/t 437.6 437.6 434.5

kWh 66,114 56,407

kWh /t 856.4 856.4 818.7

L 5357.62 5342.35

L/t 69.4 69.4 77.5

ごみ（可燃ごみ） t 1.198 1.102

t/t 0.0155 0.0155 0.0160

紙資源回収 t 0.54 0.66

t/t 0.00693 0.00693 0.00951

t 1.09 1.23

t/t 0.01412 0.01412 0.01785

t 1.175 0.727

t/t 0.0152 0.0152 0.0106

㎥ 134 130

㎥/人 3.72 3.72 3.82

スキルマップの作成 - 未完成 スキルマップの作成 一部のみ △

人材育成 名 1 1 0 △

※目標値は、2021年度の実績値の維持とします。

※排出係数は７ページ参照

※原単位の見直し：総製品生産量では（2021年：77.2t　2022年：68.9t　）　

　ただし、水使用量の原単位は人数とする

※自らが生産・販売・提供する製品及びサービスに関する項目で環境目標にする物はない

３）項目ごとの取組の見直し結果

 (1)電力使用量の削減

(2)ガソリン使用量の削減

(3）一般ごみ排出量の削減

今年度も例年同様の仕事量が多い中、前年度より少し減少させる事ができました。

少しずつでも減少できる様引き続き分別・削減に努めます。

 (4)産業廃棄物

使用量は微量ながら低減となりましたが、原単位では増となりましたのでエコ運転等の継続し
ます。

△

△

○
温室効果ガス

排出量

廃棄物排出量

一般廃棄物
（実測値/原単位）

×

○

産業廃棄物
（実測値/原単位）

二酸化炭素（注）
（実測値/原単位）

電力
（実測値/原単位）

ガソリン
（実測値/原単位）

〇3333

×

水使用量

グリーン購入量 グリーン購入項目の拡大
（目標値：総量）

・産廃（廃プラ・金属くず・木くず等）においては、社内整理を行うにあたりまとめて（書類
も含め）廃棄した為、増となり目標未達となりました。
・有価物（電線・アルミ・鉄くず）においては、今年は大幅に減らす事が出来ました。こちら
も仕事量が大きく変わらない事での結果ですので、各自が再利用した積み重ねと考えます。引
き続き削除努力を継続して参ります。

今年度は1Ｆのエアコンを交換しましたので、大幅に低減出来ております。昨今の電気料金の値
上げに関しましても昨年初旬に関電との長期割引契約をしたおかげで影響は最小限に抑えられ
ていると思います。
効果は高いので残りのエアコンも交換を検討して参ります。

〇

上水
（実測値/原単位）

項目

有価物（電線、
アルミ、鉄くず）

従業員の技量向上顧客満足度の向上

33

単位

廃プラ、金属くず、
木くず等

評価2022年度
目標値

2021年度実績の
維持

2021年度環境への負荷

△
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(5)  水道使用量の削減

 (6)紙（コピー用紙)使用量の削減

 (7)グリーン購入項目拡大

 (8)顧客満足度の向上

昨年同様にスキルマップの作成・人材育成を目標に掲げました。目標の製造・検査両方できる
多機能人材の育成は出来ませんでしたが、業務範囲の拡大、資格の取得、講習への参加も含め
実施できました。（依然続く部品入荷の問題における作業効率の悪化と人員の減少も重なり、
顧客からの要望に答える事で精一杯でした。来年も状況改善の兆しは見えていない為、長期的
な課題となりそうです。）

前年度よりは減少しましたが、原単位で見ると微増になりましたので評価は△にしておりま
す。今年こそハード面での実施を検討したいと思います。

グリーン購入におきましては、長年継続して拡大を図っておりましたので、一通りの購入品は
網羅しました。今後は継続すると共に、新規購入品時にグリーン購入の意識を持って購入する
様努めていきます。

今年度も仕事量はほぼ変わらない中、前年度を下回る事ができました。業務の仕組みは変更し
ておりませんので、各自の意識向上が反映出来たと思われます。（システム上、電子データへ
の変更は現状不可の為）今後も引き続き削減努力を継続して参ります。
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４） 2023年度以降の目標

５. 環境関連法規

１） 法規制の遵守状況のチェック結果

【特定家庭用機器】

環境法規制等
の名称

2023.4.29
竹内

2023.4.29
竹内

○

○

マニフェスト管理台帳にて回収日の管理、A票の照合欄
チェック
（回収期間内に返送され、法定事項記載確認済み）

確認日
担当者

遵守
状況

2023.4.29
竹内

○

2023.4.29
竹内

○

2023.4.29
竹内

廃棄物処理法
（改正版
H29.6.16
 公布）

委託基準　1.委託先の許可確認

施設能力等の公開情報の確認
（処分状況の確認）

○

委託基準　2.委託契約の締結

○

中間処理場等の現地確認

・「交付状況報告」
（前年度実績、毎年6月30日までに）

収集運搬及び処分業者の許可証の確認

委託契約書の内容確認
（委託金額、産業廃棄物の種類、性状、
性状等変更情報の伝達方法等）

ﾏﾆﾌｪｽﾄの交付　3.

A,B2,E票保管（5年間）

・未回収戻り票の報告

回収・照合
（発行後B2 D票90日 E票180日以内）

使用マニフェストを管理台帳にて保管

適合マニフェストを使用

措置内容等報告書（知事への報告）

※2023年4月4日提出済み

委託基準　3.契約書の5年間保存

ﾏﾆﾌｪｽﾄの交付　2.

交付義務

ﾏﾆﾌｪｽﾄの交付　1.

今年はハードもソフト（節約意識）の部分も実績数値で低減出来ました。この面は来年度も継続します。また、一昨
年から続く教育面についての実施拡充を目標とします。数値目標は2022年度基準として2023～25年度の３年間は維持
目標とします。

家電リサイクル法
（H10.6.5法第97号）

小型家電
リサイクル法

（H29.4.5 改正）

小売店へ料金を支払い引き渡す又は自治体指定の方法で引き
取り依頼する

※2022年は排出なし

【小型電子機器】 自治体指定の分別方法で排出する

※2022年は排出なし

テレビ、（液晶・ﾌﾟﾗｽﾞﾏ含）、ｴｱｺﾝ、
電気冷蔵庫及び冷凍庫、電気洗濯機、
衣類乾燥機の廃棄物処理

電話機、携帯電話、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ、ﾌﾟﾘﾝ
ﾀｰ、ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰﾄﾞﾘﾙ、ﾚﾝｼﾞ、扇風機、掃
除機、電気ｽﾄｰﾌﾞ、蛍光灯器具、時計
の排出

2023.4.29
竹内

遵守条項(関連条文） 実施内容と確認
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２） 違反・訴訟等の有無

過去10年間に、違反・訴訟はありませんでした。

６. 代表者による評価及び見直し・指示

≪　評価　≫

≪　見直し　≫

・環境方針 … ☑変更する必要性なし　　□変更する必要性あり

・環境目標・計画 … □変更する必要性なし　　☑変更する必要性あり

・実施体制 … ☑変更する必要性なし　　□変更する必要性あり

今年度は、コロナの終息に良い兆しが見えてきましたが、以前からの問題である部品の入荷状況は改善されず、今
後も当面は続くとの予想です。そのため、非効率な生産状況が続いていますが、水道や電気、コピー用紙などを低
減できたことは大変うれしいことです。
また、今年は省エネタイプのエアコンに入れ替えることで、電気代の高騰の影響を少しでも抑えることができまし
た。
しかし、教育面の活動は今年も実施することができませんでした。人数も減り、顧客からの要望にも対応する必要
があるため、両立することは非常に大変だと理解しています。ただ、他の活動と同様に、継続することの大切さを
知っている全員が、もっと考え、今を耐えて成長することを望んでいます。再度見直しを行い、改善の方法を実施
してください。

環境法規制等
の名称

遵守条項(関連条文） 実施内容と確認
遵守
状況

確認日
担当者

フロン
排出抑制法
(H31.3改正)

【事務用ﾊﾟｿｺﾝ】

 空調設備の撤去

エアコン、冷蔵（自販機、冷水器等々含

む）等の特定物質 （ＣＦＣ等） を使用
する設備 からの排出抑制
簡易点検

NOx・PM法の対策地域(大阪、兵庫)

資源有効利用
促進法

（H26.6.13 改正）

自動車NOx・PM法
(H19.5改正)

ﾊﾟｿｺﾝ本体、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの破棄物処理
小売店へ料金を支払い引き渡す又は自治体指定の方法で引
き取り依頼する

※2022年：なし

専門業者による回収・破壊

特定物質使用設備の有無確認

2023.4.29
竹内

○

○

○

※2022年はエアコン4台入替（処分処理は設置業者に委託）

車検による規制（車種規制）

車検書にて排出基準に適合しているかチェック

2023.4.29
竹内

2023.5.9
立脇

管理責任者の選任
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